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京
都
哲
學
會
規
約

皿
、
本
禽
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圓
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
釣
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
璽
行
ず
る

口
　
毎
年
公
關
講
演
會
を
開
く

鱒
　
二
時
研
究
會
を
開
く

一
、
・
本
曾
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
愈
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
煽
す
る

一
、
本
証
は
賛
助
員
若
午
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
魯
員
の
中
か

ら
委
員
倉
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
倉
員
組
織
と
し
愈
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
・
物
書
館
・
其
他
の
圏
膿
は
團
謹
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
一
員
は
禽
費
と
し
て
年
二
、
○
○
○
圏
（
倉
誌
三
羅
分
を

含
む
）
を
前
納
す
る

　
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
禽
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
禽
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
曾
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員
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（
追
記
）
本
稿
脱
稿
後
、
五
重
宏
正
博
土
著
『
仏
教
認
識
論
の
研
究
、
上
巻
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
『
知
識
論
評
釈
』

第
三
章
『
知
覚
』
章
に
つ
い
て
の
詳
継
な
翻
訳
研
究
で
あ
り
、
現
存
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
チ
ベ
ッ
ト
爾
瀧
釈
文
献
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
参
照
検

訂
し
て
、
ダ
ル
マ
キ
：
ル
テ
ィ
の
認
識
論
体
系
を
解
明
し
よ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
博
士
が
従
来
各
種
の
論
文
集
に
発
表
さ
れ
て
き
た
も
の
を
再
編

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
第
二
愛
野
鱒
に
お
い
て
需
及
し
た
箇
所
は
、
こ
の
欝
で
は
、
一
二
三
一
一
二
八
頁
に
あ
た
る
。

　
本
論
で
述
べ
た
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
「
概
念
論
」
は
、
彼
の
知
識
論
体
系
の
基
幹
を
な
す
と
は
い
え
、
そ
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
こ

の
「
概
念
論
」
の
上
に
構
築
さ
れ
た
彼
の
論
理
学
、
特
に
論
理
的
必
然
関
係
の
闘
題
に
つ
て
い
は
、
他
豫
稿
を
改
め
て
詳
論
し
た
い
。
ま
た
、
ダ
ル
マ
キ

ー
ル
テ
ィ
以
後
の
ア
ポ
ー
ハ
論
の
展
開
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
論
に
お
い
て
論
じ
残
し
た
種
々
の
点
ほ
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
他
愛
発
表
す
る
機

会
を
持
ち
た
い
。
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躁
　
京
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究
科
〔
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史
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博
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課
程
在
学
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岩
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會

告

　
烹
都
哲
学
連
呼
委
員
、
京
都
大
学
元
教
授
、
文
学
博
士
、
抱
石
薙

久
松
真
一
先
生
は
本
年
二
月
二
十
七
臓
午
前
曝
時
、
岐
阜
帯
長
良

高
見
三
、
二
二
八
の
自
宅
に
お
い
て
示
籏
さ
れ
た
。
不
来
臨
去
の

法
を
九
十
年
遊
戯
の
生
死
に
示
現
さ
れ
、
茶
毘
の
後
に
骨
は
拾
わ

れ
ず
、
告
別
式
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
先
生
は
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
六
月
五
霞
に
生
れ
、
大

正
四
年
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
誓
学
科
を
卒
業
、
昭
和
十
二
年

京
都
帝
国
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
二
十
一
年
教
授
に
昇

進
さ
れ
た
。
宗
教
学
第
三
講
座
（
仏
教
学
）
を
趣
任
さ
れ
た
が
、

二
十
二
年
以
降
は
宗
教
学
第
一
講
座
（
寒
教
学
）
を
も
分
担
さ
れ

た
。
昭
和
二
十
四
年
退
官
さ
れ
る
ま
で
、
身
を
も
っ
て
仏
教
学
を

生
き
、
絶
対
主
体
の
学
道
に
よ
っ
て
数
多
く
の
後
進
を
養
成
さ
れ

た
◎　

先
生
は
「
簑
主
野
分
」
（
大
正
八
年
三
月
）
「
神
と
創
造
」
（
大

正
九
年
一
月
）
「
救
済
の
論
理
」
（
大
正
十
隼
五
、
十
月
）
「
常
識

実
在
論
の
基
礎
づ
け
」
（
大
尉
十
二
年
一
月
）
「
神
学
の
方
法
論
に

関
す
る
一
考
察
」
（
大
正
十
二
年
四
月
）
「
実
在
に
つ
い
て
」
（
大

正
十
ゴ
一
年
五
紀
要
）
「
プ
揖
テ
ィ
ノ
ス
の
砿
魁
町
に
つ
い
て
」
（
大
正
十

五
年
四
月
）
「
起
信
の
課
題
」
（
昭
湘
二
十
一
年
九
、
十
月
）
な

ど
多
数
の
論
文
を
本
誌
に
発
蓑
さ
れ
、
ま
た
京
都
醤
総
状
委
員
と

し
て
学
愈
の
維
持
発
展
に
意
を
用
い
ら
れ
た
。

　
先
生
に
は
上
記
論
文
の
う
ち
の
数
篇
を
も
含
む
著
書
『
東
洋
約

無
』
（
昭
和
十
四
年
、
弘
文
堂
）
を
初
め
と
し
て
『
起
儒
の
諜
題
』

（
昭
和
二
十
二
年
、
弘
文
堂
教
養
文
庫
）
、
『
茶
の
精
神
』
（
昭
和
二

十
　
二
年
、
ア
テ
ネ
文
庫
）
、
『
絶
対
主
体
道
』
（
昭
和
二
十
瓢
一
年
・
、

弘
文
堂
）
、
『
禅
と
美
術
』
（
昭
和
三
十
三
年
、
墨
美
好
）
、
『
維
摩

七
刷
』
（
昭
和
三
十
五
年
、
F
A
S
協
会
）
な
ど
の
著
書
が
あ
り
、

彙

報

ま
た
あ
ま
た
の
論
文
、
講
義
・
講
演
・
提
題
・
対
談
の
筆
録
、
書

画
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
『
久
松
真
一
著
作
集
』
（
昭
和
四
十
閣

年
以
降
理
想
社
刊
。
全
八
巻
の
う
ち
七
巻
既
刊
、
第
七
巻
近
刊
）

に
集
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
謹
ん
で
讃
嘆
と
哀
惜
の
念
を
捧
げ

る
。　

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
日

号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
誓
学
愈

會

告

　
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
元
文
相
・
文
学
博
士
天
野
貞
循
先
生
は
、

昭
和
五
十
五
奪
三
月
六
田
朝
Ψ
逝
表
さ
、
れ
た
。
篁
・
年
九
十
五
論
イ
。

　
先
生
は
、
明
治
四
十
五
年
京
都
大
学
文
学
部
の
前
身
た
る
京
都

帝
國
大
学
文
科
大
学
を
卒
業
、
大
正
三
年
ま
で
哲
学
倫
理
学
研
究

室
に
講
手
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
七
高
、
学
習
院
の
教
授
を
経
て
、

火
振
十
五
年
、
西
洋
暫
学
史
講
座
担
当
の
助
教
授
と
し
て
、
母
校

に
来
佳
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
年
三
月
か
ら
は
教
授
と
し
て

西
洋
学
批
哲
学
史
講
座
を
、
次
で
昭
和
十
年
三
月
、
東
大
に
転
任

さ
れ
た
和
辻
哲
郎
教
授
の
あ
と
を
受
け
て
、
倫
理
学
講
座
を
挺
任

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
聞
、
次
第
に
険
悪
の
度
を
藤
え
て

き
た
時
流
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
職
責
を
全
う
さ
れ
て
、
昭

和
十
九
年
十
一
鍔
停
年
退
官
さ
れ
た
。

　
天
野
先
生
は
、
夙
に
カ
ン
ト
哲
学
の
研
究
に
尊
心
さ
れ
る
と
共

に
、
彼
の
著
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
翻
訳
に
あ
た
ら
れ
、
十
五
年
に

及
ぶ
彫
心
鍵
膏
の
末
、
遂
に
こ
れ
を
完
成
さ
れ
る
。
原
文
の
一
字

一
句
を
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
厳
密
な
こ
の
名
訳
は
、
そ
の
後
に
与

え
た
影
響
か
ら
見
て
も
、
島
本
の
哲
紫
界
に
対
す
る
画
期
的
な
貢

献
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
先
生
は
こ
の
訳
業
を
「
私
に
と
っ
て

一
種
の
鎮
α
コ
。
げ
ω
錠
げ
①
群
で
あ
っ
た
」
と
霞
っ
て
お
ら
れ
る
が
、

一
二
三



1000

哲
学
研
究
　
第
五
百
照
十
号

こ
の
万
事
を
拗
っ
て
の
学
問
へ
の
愛
は
、
も
と
も
と
教
士
者
た
ら

ん
と
さ
れ
た
先
生
の
志
と
結
び
つ
き
、
『
道
理
の
感
覚
臨
（
昭
和
牽

二
年
）
『
学
生
に
与
ふ
る
書
』
（
昭
和
十
四
年
）
『
道
理
へ
の
意
志
』

な
ど
、
天
野
先
生
の
薗
冒
躍
如
た
る
書
物
と
し
て
現
れ
る
。
こ
れ

ら
の
著
書
が
広
く
人
々
の
、
特
に
戦
三
下
の
学
生
た
ち
の
い
か
に

大
き
な
感
動
を
呼
び
起
し
、
真
理
へ
の
情
熱
を
燃
え
立
た
せ
、
道

理
の
感
覚
に
鼠
覚
め
さ
せ
た
か
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
退
官
後
の
広
い
搬
問
に
出
ら
れ
て
か
ら
の
御
活
動
も
、
こ
う
し

た
学
問
や
真
理
へ
の
愛
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
て
、
変
る
と
こ
ろ
が

が
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
に
改
め
て
先
生
の
お
仕
事
と
人
格
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
先

生
の
御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

　
昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
會

　
　
　
　
編
　
輯
　
報
　
告

　
京
都
哲
学
禽
で
は
昨
年
一
月
二
十
五
濤
の
決
定
に
基
き
（
「
哲
学
研
究
」
第

五
三
七
号
、
　
一
〇
五
頁
所
載
）
、
涼
し
い
編
輯
方
針
の
実
施
を
準
備
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
さ
き
の
第
五
三
九
号
を
以
て
、
そ
の
萌
か
ら
御
預
り
し
て
お

り
ま
し
た
諸
論
文
の
掲
載
も
ほ
ぼ
完
結
い
た
し
ま
し
た
。
な
ほ
、
四
十
八
年

三
月
以
降
五
十
三
年
三
月
に
い
た
る
問
の
藁
報
の
掲
載
が
残
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
も
逐
次
連
載
の
上
、
そ
の
完
了
隣
に
対
照
表
を
附
す
る
豫
定
で

あ
り
ま
す
。

　
い
ま
こ
こ
に
、
最
近
数
等
の
癬
怠
と
惰
気
と
を
一
掃
し
芳
薄
の
嘉
酒
を
薪

し
き
器
に
盛
る
田
を
迎
へ
て
、
一
に
先
人
の
拓
い
た
鋼
棘
の
道
を
偲
ぶ
と
と

も
に
、
草
創
当
時
の
初
心
に
復
り
、
謙
虚
に
本
来
の
使
命
を
果
た
さ
う
と
希

ふ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
會
員
各
位
の
御
理
解
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
五
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
輯
代
蓑

一
二
四

泉
　

治
典
著
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
か
ら

ア
ン
セ
ル
ム
ス
へ
　
四
五
〇
〇
円

出
口
純
央
著
精
神
と
言
葉
八
○
○
○
円

源
　
了
　
三
晃
　
近
世
初
期
実
学
思
想
の
研
究
　
七
五
〇
〇
円

井
島
遺
著
試
写
と
は
何
か
一
二
〇
〇
円

八
代
崇
著
イ
ギ
リ
ス
宗
教
改
革
史
研
究
七
〇
〇
〇
円

山
本
和
編
キ
リ
ス
ト
教
の
将
来
一
八
○
○
円

神
沢
惣
一
郎
著
情
念
の
形
而
上
学
二
八
○
○
円

荒
木
見
悟
著
　
明
末
宗
教
思
想
研
究
　
七
〇
〇
〇
円

林
田
慎
之
助
著
中
国
中
世
文
学
評
論
史
八
五
〇
〇
円

楠
山
春
樹
著
老
予
伝
説
の
研
究
七
〇
〇
〇
至

愚
矩
聯
↓
細
精
神
の
発
見
五
〇
〇
〇
円

贈
爵
ユ
芳
翻
馳
中
世
の
世
界
五
五
〇
〇
円

鞘
嶋
ッ
醗
鴎
灘
　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
悲
劇
　
五
〇
〇
〇
円

灘
総
勢
飾
酬
十
七
世
紀
の
思
想
的
風
土

東
東
都
千
代
三
露

一
番
町
十
七
一
三

三
〇
〇
〇
円

創
　
　
文
　
　
赴



曾

告

　
、
本
倉
は
愈
員
組
織
と
し
動
員
に
は
資
格
の
舗
限
を
設
け
ま

ぜ
ん
、
入
魯
希
望
の
方
は
京
都
帯
左
京
薩
吉
潤
京
都
大
鍛
文

學
部
内
京
都
哲
學
奮
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
倉
）
宛
に
規
定
の
魯
費
（
年
二
、
○
○
○
圓
、
但
し
、

禽
誌
三
偶
分
）
を
お
携
込
下
さ
い

又
愈
員
へ
の
禽
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
饗
賞

に
鎖
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
臨
一
番
町
一
七
番
地
創
文

段
（
譲
替
口
触
東
京
二
一
九
二
四
七
一
一
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
員
の
三
原
・
入
退
會
の
窮
務
及
び
編
輯
事
務
の
～
切
は

京
都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
驕
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
密
購
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
濠
吉
田

京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
五
十
五
年
四
月
十
五
日
　
印
刷

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
十
碍
　
嚢
行

編
輯
担
当

編　蛮編
輯
　　行遷
代

表彰兼

総量当量

　　大　　都隻

　　食像井　　哲内

學

二二會

追
憶
所

印
　
捌
　
筋

書纂饗久譲
1雛露罪創

髄株　隙重

書講理文
惹會只蕊津
二二鑑男itt

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

｝
、
欝
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
昏
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
噛
し
へ
御
爾
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
｝
部
、
定
僧
七

〇
〇
圓
、
送
料
・
六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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